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定価30円（組合員の購読料は出資金に含まれています）
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20222022 11
生協現勢（2022年９月30日現在）
　組合員	 46,873人　
　出資金 970,443,120円　
（１人平均出資金  20,704円）

風
KAZE

生
協
強
化
月
間
真
っ
只
中
!!

今
月
の
紙
面

２
面
：〝
介
護
は
生
き
る
力
〞

　
　
　
〜
介
護
保
険
制
度
を

　
　
　
　充
実
さ
せ
よ
う
〜

３
面
：
医
療
活
動
版

気
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

〜
高
齢
者
に
や
さ
し
い

　診
療
所
の
活
動
〜

診
療
体
制
の
ご
案
内

４
面
：
組
合
員
の
ペ
ー
ジ

「
こ
の
人
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」

「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」な
ど

　
岸
田
首
相
は
８
月
、
電
力
の

安
定
供
給
な
ど
を
理
由
に
原
発

の
運
転
延
長
検
討
を
指
示
し
た
。

経
済
界
の
要
求
に
応
じ
た
も
の

と
思
え
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
の
福
島
原

発
事
故
か
ら
、
そ
れ
ま
で
規
制

が
な
か
っ
た
運
転
期
間
を
40
年

と
定
め
、
安
全
対
策
を
と
れ
ば

20
年
だ
け
延
長
で
き
る
規
制
が

作
ら
れ
た
。

　
放
射
線
に
よ
っ
て
原
子
炉
圧

力
容
器
が
も
ろ
く
な
る
な
ど
の

為
、
世
界
的
に
は
運
転
期
間
は

平
均
で
30
数
年
と
の
こ
と
だ
。

福
島
原
子
炉
は
い
ま
だ
に
冷
却

を
続
け
て
お
り
処
理
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。
避
難
者
は
い

ま
だ
に
３
万
人
を
超
え
て
い
る
。

事
故
の
教
訓
か
ら
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
方

針
転
換
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
原
発
を
推
進
し
て
き

た
経
済
産
業
省
か
ら
独
立
し
て

原
子
力
規
制
委
員
会
が
作
ら
れ

た
。
規
制
委
員
会
は
組
織
理
念

に「
二
度
と
事
故
を
起
こ
さ
な

い
」「
国
民
の
安
全
を
最
優
先
」

と
掲
げ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

岸
田
首
相
の
運
転
延
長
検
討
指

示
を
容
認
し
た
。

　
岸
田
首
相
は
さ
ら
に「
次
世

代
革
新
炉
」の
新
増
設
検
討
も

指
示
し
て
い
る
。
原
発
依
存
は
、

最
も
必
要
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
規
模
普
及
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
根
本
か
ら
改
め
る

こ
と
が
急
務
だ
。

【組合員活動の問い合わせ先】 協立 0897-36-3671　 生協 089-976-5638　 伊予 089-982-1170
泉川 0897-41-6110　 城北 089-926-3625　 宇摩 0896-25-0114　 今治 0898-23-9740

【協立】 お手玉

【城北】 民舞

【城北】
ヨガストレッチ体操

【宇摩】 健康麻雀
【伊予】 コットンクラブ

【泉川】 体操教室

【今治】 フリマルシェ

【生協】 支部でお出かけ(ジップライン)

あなたも
参加しませんか
詳細は下記の電話にお問い

合わせください。

【協立】 リズム体操
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城北診療所 松山市姫原3丁目7­17

☎089­926­3625
午前９時～12時 午後１時半～４時

月 大　西 大　西

火 大　西 梶　原

水 原

木 大　西 大　西

金 大　西 大　西

土 大西　第2・4週
休診　第1·3·5週

※ｴｺｰ検査は予約制
です

在宅ケアセンター在宅ケアセンター
たんぽぽ 松山市来住町1091­1

☎089­955­7335
ごしき 伊予市米湊834­20 亀岡不動産2階西側

☎089­983­4400
●訪問看護　●訪問介護　●居宅介護支援

※精神科、整形外科、小児科は事前の予約が必要です。　※都合により診療体制が変更になることがありますので、ご了承ください。

高齢者福祉施設高齢者福祉施設
ごしきの家 伊予市米湊736­3

☎089­983­4433
ｽﾏｲﾙごしき 伊予市米湊736­5

☎089­983­4466
みんなの家 あったか拓南 松山市中村3丁目1­2

☎089­908­8851
ｼｮｰﾄｽﾃｲ陽だまり 松山市来住町1091­1

☎089­961­4318
●高齢者住宅　●デｲｻｰビｽ ●小規模多機能ホーム ●介護付有料老人ホーム ●短期入所生活介護

厚生労働省指定
基幹型臨床研修病院 愛 媛 生 協 病 院 松山市来住町1091­1

☎089­976­7001
予約専用

☎089­976­7202
月 火 水 木 金 土

午前

9：00
~

12：00

内　　科

梶　原
近藤(賢)
原

近藤(昌)

佐々木
尾　﨑
河　野

水　本
近藤(賢)(第1･3･5)
月野木(第2･4)
河　野

藤　田
原
堀
山　本

梶　原
尾　﨑
河　野
茂　木

盛重(毎週)
尾崎(第1･3･5)
河野(第2)
堀(第1･2･4)

精 神 科 今　村 今　村 上　城
迫　田 上　城 今　村

上　城
上城（第1･3･5）
今村(第2･4)

外　　科 塚　本 永　瀬 塚　本 永　瀬 塚本(第1･3)
女性外来 日　野

整形外科 森実・小西 清　松 骨粗鬆症専門外来
今井（第2･4） 小　西 愛媛大学医師

小 児 科 有田（10:00~ｱﾚﾙギｰ）
玉　井 玉　井 玉　井 有田（アレルギー）

玉　井
愛媛大学医師
玉井（心身症）

玉井(第1･3)
愛媛大学医師(第2･4)
有田(第5)ｱﾚﾙギｰ(第2･4)

午後

15：00
~

17：00

内　　科 尾　﨑 原 河　野
月野木(第2･4) 中　川 近藤(賢)

ご案内
糖尿病外来教室
生協病院C棟会議室
13:30～14:30
予約不要
どなたでも
ご参加下さい。

【テーマ】

11/18 ㈮
食事

12/16 ㈮
足の病変

精 神 科 今　村
今　村

上　城 上　城上城（第1･2･3･5）
※もの忘れ外来

小 児 科
有　田

玉井 14：00～15：00
乳健・予防接種

有田 14：00～17：00
アレルギー特診

玉井 14：00～15：00
乳健・予防接種

アレルギー外来
有田・玉井
13：30～17：00
※第2･4･5週
1･3週は休診

有　田

玉　井
（乳健・予防接種）

玉　井
（第1･3･5）
14：00～15：00
乳健・予防接種

夜間

17：00
~

18：00

内　　科 尾　﨑 原 中　川 近藤(賢)
精 神 科 今　村 上　城
整形外科 小　西

小 児 科 有　田 有　田
アレルギー特診 有　田 有　田

健診センター
☎089­976­7201

●各種健診･人間ドｯｸ
●子宮・乳がん検診
●協会健保生活習慣病予防健診実施

デｲｹｱ（通所ﾘﾊビﾘ）
☎089­976­3411

●月～土曜日実施
居宅介護支援

☎089­976­7133
●介護相談
●ケアプラン業務

ﾒデｨｶﾙﾌｨｯﾄﾈｽコ・コア
☎089­976­7203

9：00～21：00（月～金）
9：00～18：00（土のみ）
※日曜・祝日は休館です

伊予診療所 伊予市米湊816­1

☎089­982­1170
午前9時～12時 午後3時～5時 午後5時～6時

月 舟戸 山本 山本
（16時半まで）

火 山本 山本 山本

水 山本 舟戸
（第1のみ） 舟戸 舟戸

木 支援医師 舟戸
（16時半まで）

金 山本 エコー検査
胃カメラ 舟戸 舟戸

土 舟戸　第2·3·5週
休診　 第1·4週

※胃ｶﾒﾗ･ｴｺｰ検査は
予約制です

★デｲｹｱ（通所ﾘﾊビﾘ）、往診も行っています。ご相談ください。

あ
り
が
と
う
。
一
人
だ
か
ら
今

後
の
事
が
不
安
だ
っ
た
」と
、

と
て
も
好
評
で
す
。

開
始
か
ら
2
年
が
経
過
し
た

頃
、
80
歳
の
A
さ
ん
に
認
知
症

が
出
現
し
、
予
定
の
診
察
日
に

来
院
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

自
宅
訪
問
す
る
と
診
察
日
を

す
っ
か
り
忘
れ
、
今
ま
で
の
薬

も
飲
ん
で
い
な
い
山
積
み
状
態

で
、
認
知
症
が
進
行
し
て
い
ま

し
た
。

家
族
状
況
を
確
認
す
る
と
連

絡
先
な
ど
の
情
報
は
聞
い
て
お

ら
ず
、
近
所
に
娘
さ
ん
が
い
る

こ
と
を
調
べ
、
さ
っ
そ
く
訪
問

し
ま
し
た
。
現
状
を
説
明
す
る

と
驚
か
れ
、
今
後
の
診
察
に
同

行
、
薬
も
管
理
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
例
か
ら
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
シ
ー
ト
に
緊
急
連
絡
先
を

追
加
し
ま
し
た
。
な
に
か
変
化

が
あ
れ
ば
、
家
族
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
か
か
わ
り
を
増
や

し
、
安
心
し
て
生
活
出
来
る
対

策
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。

新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
患
者
送
迎
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今

は
利
用
者
も
増
え
15

人
に
な
り
ま
し
た
。

始
ま
り
は
80
歳
女
性

生
活
保
護
の
患
者
さ

ん
。「
タ
ク
シ
ー
を
呼

ぶ
と
偉
そ
う
に
言
わ

れ
、
往
復
２
千
円
近

く
か
か
る
、
辛
い
！
」

と
。
で
は
、
お
迎
え

に
行
き
ま
し
ょ
う
か
、

と
提
案
。
看
護
師
業

務
と
し
て
勤
務
表
で
割
り
振
り

診
察
日
に
送
迎
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
無
料
で
す
。

こ
の
利
点
は
患
者
さ
ん
の
生

活
の
場
が
見
え
る
事
。
こ
ん
な

遠
く
か
ら
通
院
さ
れ
て
い
た
の

か
、
近
く
に
は
こ
の
店
が
あ
る

な
ど
、
生
活
環
境
が
確
認
で
き

ま
す
。
何
か
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
た
時

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
動
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

気
に
な
る
点
は
全
体
で
情
報

共
有
し
、
職
員
一
人
一
人
が
患

者
さ
ん
に
意
識
的
に
関
わ
る
姿

勢
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
に
限
定

せ
ず
、
関
わ
る
み
ん
な
に
や
さ

し
い
診
療
所
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
い
つ
で

も
気
軽
に
診
療
所
に
話
に
き
て

く
だ
さ
い
！

診療体制のご案内

仁→２　 道→４　 花→９　です。
では、「 調 」はいくつでしょうか。

新居浜協立病院、愛媛生協病院では、無料低額診療事業を行っています。
経済的な理由により医療費の支払いが困難な方が病院を利用した場合に、自己負担金または一部負担金の減額や免除が出来るものです。
地域に医療費のことでお困りの方がいらっしゃいましたら、一度ご相談ください。

薬
が
山
積
み
状
態
！

気
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

み
ん
な
に
や
さ
し
い

診
療
所
め
ざ
し
て

往
復
２
千
円
の

タ
ク
シ
ー
代
は
辛
い
よ

９月号の答
一色　義則（松前町）　白石　義人（松山市）　横田　陽子（松山市）　渡部健二郎（松山市）
渡辺ヨネ子（新居浜市）　尾﨑　富江（松山市）　竹本　幹雄（松山市）　山本　好子（宇和島市）
武川　正司（松山市）　栗田　弘子（松前町）

締め切り
2022年12月10日必着

鉛（なまり ＝ 訛り）

ちょっとひといきちょっとひといきちょっとひといきちょっとひといき クイズ

漢字クイズです。

�����

気
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

泉川診療所
看護師長

伊東 美佐子

年
齢
80
歳
以
上
の
方
に
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
の
質
問

項
目
に
沿
っ
て
年
1
回
聞
き
取

り
を
行
い
ま
す
。
内
容
は
認
知

症
状
、転
倒
、う
つ
、排
泄
、視
力
、

聴
力
な
ど
で
す
。
看
護
師
は
、

個
室
で
聞
き
取
り
を
行
い
、
何

か
問
題
点
を
感
じ
た
ら
医
師
に

伝
え
、
治
療
に
役
立
て
ま
す
。

や
り
始
め
て
６
年
、
患
者
さ

ん
か
ら
は「
自
分
の
た
め
に
こ

ん
な
に
聞
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ

は
な
い
よ
。
気
に
し
て
く
れ
て

医
療
活
動
版

泉
川
診
療
所
は
、
２
０

１
６
年
医
療
福
祉
生
協
連

合
会【
高
齢
者
に
や
さ
し

い
診
療
所
】プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
診
療
所
全
体
で
１

年
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
、
高
齢
者
の
総

合
評
価
に
つ
い
て
学
び
、

「
10
分
間
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」を
実
施
す
る
事
に
し

ま
し
た
。

〝
介
護
は
生
き
る
力
〞

〜
介
護
保
険
制
度
を
充
実
さ
せ
よ
う
〜

　
本
年
９
月
で
高
齢
者（
65
歳

超
）は
３
６
２
７
万
人
、
人
口

比
29
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
４
２
年
ま
で
高
齢
者
数
は

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
家

族
任
せ
に
せ
ず
、
社
会
で
支
え

て
い
く
と
い
う「
介
護
の
社
会

化
」の
期
待
を
背
負
っ
て
は
じ

ま
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
通
所

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
と
、
介
護
認
定
を
と
れ
ば

１
〜
３
割
の
費
用
負
担
で
療
養

生
活
が
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
、
介
護
保

険
給
付
費
増
加
を
抑
え
る
た
め

の
制
度
改
悪
が
繰
り
返
さ
れ
、

さ
ら
に
次
の
改
定
に
向
け
て
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
検

討
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
、
利

用
者
の
負
担
増
、
利
用
制
限
に

つ
な
が
る
問
題
点
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
現
在
、
単
身
世
帯
で
年
間
所

得
２
８
０
万
円
以
上
は
２
割
、

３
４
０
万
円
以
上
は
３
割
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
所

得
基
準
を
下
げ
て
２
割
、
３
割

負
担
対
象
者
を
増
や
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
要
介
護
１
・
２
を
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
対
象
か
ら
外
し
、
市

町
村
が
運
営
す
る「
総
合
事
業
」

に
移
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
通
所
介
護
や
訪
問
介
護
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
サ
ー
ビ
ス
を

担
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
自
己

負
担
な
し
で
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
者
に
負
担
を
求
め
る

と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
前
の
段

階
で
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
保
健
施
設
の
個
室
は

有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相

部
屋（
多
床
室
）も
部
屋
代
を

徴
収
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
杖
や
手
す
り
、車
い
す
、ベ
ッ

ド
な
ど
の
福
祉
用
具
は
レ
ン
タ

ル
な
の
で
月
々
わ
ず
か
の
負
担

で
利
用
で
き
て
い
ま
す
が
、
杖

な
ど
を
保
険
対
象
か
ら
は
ず
し
、

購
入
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　
介
護
保
険
料
の
納
付
は
40
歳

か
ら
で
す
が
、
こ
れ
を
30
歳
以

上
に
引
き
下
げ
て
国
民
負
担
を

増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
な
ど
な
ど
と
利
用
の
制
限
、

利
用
者
負
担
、
被
保
険
者
負
担

増
が
目
白
押
し
で
す
。
所
得
格

差
が
拡
大
し
、
物
価
値
上
げ
が

続
き
、
国
民
の
く
ら
し
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
食
事
を

切
り
詰
め
て
い
る
高
齢
者
の
声

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
負
担
引

き
上
げ
、
利
用
制
限
で
は
な
く
、

充
実
こ
そ
必
要
な
時
で
す
。

　
全
産
業
平
均
よ
り
月
８
万
円

少
な
い
介
護
労
働
者
の
賃
金
。

２
０
２
５
年
に
は
32
万
人
、
２

０
４
０
年
に
は
69
万
人
が
不
足

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
職
員
が
集
ま
ら
な
い
た

め
に
事
業
縮
小
や
廃
業
が
続
い

て
い
ま
す
。
愛
媛
医
療
生
協
で

も
人
材
不
足
は
深
刻
で
す
。
待

遇
を
抜
本
的
に
改
善
し
な
い
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
し
た
く
て
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
介
護
報
酬
を
引
き

上
げ
て
事
業
収
入
を
増

や
し
て
賃
上
げ
に
繋
げ

る
こ
と
。
同
時
に
利
用

料
や
保
険
料
負
担
を
減
ら
し
て
、

被
保
険
者
、
利
用
者
が
お
金
の

心
配
を
す
る
こ
と

な
く
、
利
用
で
き

る
環
境
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は

国
の
予
算
を
見
直

せ
ば
可
能
で
す
。

防
衛
費
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
社

会
保
障
予
算
を
増

や
す
こ
と
が
急
が

れ
ま
す
。

　
今
、
愛
媛
医
療

生
協
で
は「
介
護

す
る
人
、
受
け
る

人
が
と
も
に
大
切

に
さ
れ
る
制
度

へ
！
」署
名
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
、
労

働
者
が
働
き
続
け

ら
れ
る
制
度
に
向

け
て
、
署
名
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
文
・
倉
田
　
均
）

サ
ー
ビ
ス
利
用
料

を
２
〜
３
割
に

１

要
介
護
１
・
２
を

総
合
事
業
に
移
行

２
ケ
ア
プ
ラ
ン

有
料
化
へ

３
相
部
屋
を

有
料
化
す
る

４
福
祉
用
具
の

一
部
を
購
入

５

納
付
年
齢
の

引
き
下
げ

６〜
高
齢
者
に
や
さ
し
い
診
療
所
の
活
動
〜

10
月
９
日（
日
）
I
Y
O
夢
み
ら
い
館
で
、
職
員
、
組
合
員
さ
ん

合
わ
せ
て
約
90
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
伊
予
診
療
所
は
２
０

２
４
年
３
月
竣
工
を
目

指
し
て
建
て
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
基
本

構
想
、
医
療
構
想
の
報

告
の
後
、
新
し
い
診
療

所
に
期
待
す
る
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
伊
予
診
療
所
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
、
建
て

替
え
は
必
要
で
あ
る
と

再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
組
合
員
さ

ん
は
じ
め
地
域
の
方
々

と
手
を
取
り
合
っ
て
み

ん
な
の
力
で
新
し
い
診

療
所
建
設
を
成
功
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
・
中
村
　
多
恵
）

伊
予
診
療
所
の
未
来
を
語
り
合
う
会

　
　〜
２
０
２
４
年
の
建
て
替
え
を
目
指
し
て
〜

答え 63
円

791̶1102
松
山
市
来
住
町
一
〇
九
一
―
一

住
所

○
○
○
○

氏
名

○
○
○
○

医
療
生
協

　
　ク
イ
ズ
係

当選者

当選者の方には図書カード（500円）をお送りいたします。ありがとうございました。

はがきもしくはインター
ネットでの受付もします。
応募アドレスは

coop@ehime-med.org
です。当選した場合の郵送
先も必ずご記入下さい。



え ひ め 医 療 生 協（3） 2022年11月15日（毎月15日発行） 第 501 号

城北診療所 松山市姫原3丁目7­17

☎089­926­3625
午前９時～12時 午後１時半～４時

月 大　西 大　西

火 大　西 梶　原

水 原

木 大　西 大　西

金 大　西 大　西

土 大西　第2・4週　
休診　第1·3·5週

※ｴｺｰ検査は予約制
です

在宅ケアセンター在宅ケアセンター
たんぽぽ　松山市来住町1091­1

☎089­955­7335
ごしき　伊予市米湊834­20 亀岡不動産2階西側

☎089­983­4400
●訪問看護　●訪問介護　●居宅介護支援

※精神科、整形外科、小児科は事前の予約が必要です。　※都合により診療体制が変更になることがありますので、ご了承ください。

高齢者福祉施設高齢者福祉施設
ごしきの家 伊予市米湊736­3

☎089­983­4433
ｽﾏｲﾙごしき 伊予市米湊736­5

☎089­983­4466
みんなの家 あったか拓南 松山市中村3丁目1­2

☎089­908­8851
ｼｮｰﾄｽﾃｲ 陽だまり 松山市来住町1091­1

☎089­961­4318
●高齢者住宅　●デｲｻｰビｽ ●小規模多機能ホーム ●介護付有料老人ホーム ●短期入所生活介護

厚生労働省指定
基幹型臨床研修病院 愛 媛 生 協 病 院 松山市来住町1091­1

☎089­976­7001
予約専用

☎089­976­7202
月 火 水 木 金 土

午前

9：00
~

12：00

内　　科

梶　原
近藤(賢)
原

近藤(昌)

佐々木
尾　﨑
河　野

水　本
近藤(賢)(第1･3･5)
月野木(第2･4)
河　野

藤　田
原
堀
山　本

梶　原
尾　﨑
河　野
茂　木

盛重(毎週)
尾崎(第1･3･5)
河野(第2)
堀(第1･2･4)

精 神 科 今　村 今　村 上　城
迫　田 上　城 今　村

上　城
上城（第1･3･5）
今村(第2･4)

外　　科 塚　本 永　瀬 塚　本 永　瀬 塚本(第1･3)
女性外来 日　野

整形外科 森実・小西 清　松 骨粗鬆症専門外来
今井（第2･4） 小　西 愛媛大学医師

小 児 科 有田（10:00~ｱﾚﾙギｰ）
玉　井 玉　井 玉　井 有田（アレルギー）

玉　井
愛媛大学医師
玉井（心身症）

玉井(第1･3)
愛媛大学医師(第2･4)
有田(第5)ｱﾚﾙギｰ(第2･4)

午後

15：00
~

17：00

内　　科 尾　﨑 原 河　野
月野木(第2･4) 中　川 近藤(賢)

ご案内
糖尿病外来教室
生協病院C棟会議室
13:30～14:30
予約不要
どなたでも
ご参加下さい。

【テーマ】

11/18 ㈮
食事

12/16 ㈮
足の病変

精 神 科 今　村
今　村

上　城 上　城上城（第1･2･3･5）
※もの忘れ外来

小 児 科
有　田

玉井 14：00～15：00
乳健・予防接種

有田 14：00～17：00
アレルギー特診

玉井 14：00～15：00
乳健・予防接種

アレルギー外来
有田・玉井
13：30～17：00
※第2･4･5週
1･3週は休診

有　田

玉　井
（乳健・予防接種）

玉　井
（第1･3･5）
14：00～15：00
乳健・予防接種

夜間

17：00
~

18：00

内　　科 尾　﨑 原 中　川 近藤(賢)
精 神 科 今　村 上　城
整形外科 小　西

小 児 科 有　田 有　田
アレルギー特診 有　田 有　田

健診センター
☎089­976­7201

●各種健診･人間ドｯｸ
●子宮・乳がん検診
●協会健保生活習慣病予防健診実施

デｲｹｱ（通所ﾘﾊビﾘ）
☎089­976­3411

●月～土曜日実施
居宅介護支援

☎089­976­7133
●介護相談
●ケアプラン業務

ﾒデｨｶﾙﾌｨｯﾄﾈｽ コ・コア
☎089­976­7203

9：00～21：00（月～金）
9：00～18：00（土のみ）
※日曜・祝日は休館です

伊予診療所 伊予市米湊816­1

☎089­982­1170
午前9時～12時 午後3時～5時 午後5時～6時

月 舟戸 山本 山本
（16時半まで）

火 山本 山本 山本

水 山本 舟戸
（第1のみ） 舟戸 舟戸

木 支援医師 舟戸
（16時半まで）

金 山本 エコー検査
胃カメラ 舟戸 舟戸

土 舟戸　第2·3·5週
休診　　第1·4週

※胃ｶﾒﾗ･ｴｺｰ検査は
予約制です

★デｲｹｱ（通所ﾘﾊビﾘ）、往診も行っています。ご相談ください。

在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
た
ん
ぽ
ぽ
・
ご
し
き
）で
働
く
介
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
募
集
中

※
10
月
号
に
掲
載
し
た
愛
媛
生
協
病
院
の
内
科
診
療
体
制
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
。
一
人
だ
か
ら
今

後
の
事
が
不
安
だ
っ
た
」と
、

と
て
も
好
評
で
す
。

　
開
始
か
ら
2
年
が
経
過
し
た

頃
、
80
歳
の
A
さ
ん
に
認
知
症

が
出
現
し
、
予
定
の
診
察
日
に

来
院
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

自
宅
訪
問
す
る
と
診
察
日
を

す
っ
か
り
忘
れ
、
今
ま
で
の
薬

も
飲
ん
で
い
な
い
山
積
み
状
態

で
、
認
知
症
が
進
行
し
て
い
ま

し
た
。

　
家
族
状
況
を
確
認
す
る
と
連

絡
先
な
ど
の
情
報
は
聞
い
て
お

ら
ず
、
近
所
に
娘
さ
ん
が
い
る

こ
と
を
調
べ
、
さ
っ
そ
く
訪
問

し
ま
し
た
。
現
状
を
説
明
す
る

と
驚
か
れ
、
今
後
の
診
察
に
同

行
、
薬
も
管
理
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
例
か
ら
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
シ
ー
ト
に
緊
急
連
絡
先
を

追
加
し
ま
し
た
。
な
に
か
変
化

が
あ
れ
ば
、
家
族
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
か
か
わ
り
を
増
や

し
、
安
心
し
て
生
活
出
来
る
対

策
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。　

新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
患
者
送
迎
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今

は
利
用
者
も
増
え
15

人
に
な
り
ま
し
た
。

始
ま
り
は
80
歳
女
性

生
活
保
護
の
患
者
さ

ん
。「
タ
ク
シ
ー
を
呼

ぶ
と
偉
そ
う
に
言
わ

れ
、
往
復
２
千
円
近

く
か
か
る
、
辛
い
！
」

と
。
で
は
、
お
迎
え

に
行
き
ま
し
ょ
う
か
、

と
提
案
。
看
護
師
業

務
と
し
て
勤
務
表
で
割
り
振
り

診
察
日
に
送
迎
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
無
料
で
す
。

　
こ
の
利
点
は
患
者
さ
ん
の
生

活
の
場
が
見
え
る
事
。
こ
ん
な

遠
く
か
ら
通
院
さ
れ
て
い
た
の

か
、
近
く
に
は
こ
の
店
が
あ
る

な
ど
、
生
活
環
境
が
確
認
で
き

ま
す
。
何
か
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
た
時

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
動
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
気
に
な
る
点
は
全
体
で
情
報

共
有
し
、
職
員
一
人
一
人
が
患

者
さ
ん
に
意
識
的
に
関
わ
る
姿

勢
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
に
限
定

せ
ず
、
関
わ
る
み
ん
な
に
や
さ

し
い
診
療
所
で
あ
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
い
つ
で

も
気
軽
に
診
療
所
に
話
に
き
て

く
だ
さ
い
！

診療体制のご案内

仁→２　 道→４　 花→９ です。

では、「調 」はいくつでしょうか。

新居浜協立病院、愛媛生協病院では、無料低額診療事業を行っています。
経済的な理由により医療費の支払いが困難な方が病院を利用した場合に、自己負担金または一部負担金の減額や免除が出来るものです。
地域に医療費のことでお困りの方がいらっしゃいましたら、一度ご相談ください。

薬
が
山
積
み
状
態
！

気
に
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
！

み
ん
な
に
や
さ
し
い

診
療
所
め
ざ
し
て

往
復
２
千
円
の

タ
ク
シ
ー
代
は
辛
い
よ

９月号の答
一色　義則（松前町）　白石　義人（松山市）　横田　陽子（松山市）　渡部健二郎（松山市）
渡辺ヨネ子（新居浜市）　尾﨑　富江（松山市）　竹本　幹雄（松山市）　山本　好子（宇和島市）
武川　正司（松山市）　栗田　弘子（松前町）

締め切り
2022年12月10日必着

鉛（なまり ＝訛り）

ちょっとひといきちょっとひといきちょっとひといきちょっとひといき クイズ

漢字クイズです。

�����

気
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

泉川診療所
看護師長

伊東 美佐子

　
年
齢
80
歳
以
上
の
方
に
、
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
の
質
問

項
目
に
沿
っ
て
年
1
回
聞
き
取

り
を
行
い
ま
す
。
内
容
は
認
知

症
状
、転
倒
、う
つ
、排
泄
、視
力
、

聴
力
な
ど
で
す
。
看
護
師
は
、

個
室
で
聞
き
取
り
を
行
い
、
何

か
問
題
点
を
感
じ
た
ら
医
師
に

伝
え
、
治
療
に
役
立
て
ま
す
。

　
や
り
始
め
て
６
年
、
患
者
さ

ん
か
ら
は「
自
分
の
た
め
に
こ

ん
な
に
聞
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ

は
な
い
よ
。
気
に
し
て
く
れ
て

医
療
活
動
版

　
泉
川
診
療
所
は
、
２
０

１
６
年
医
療
福
祉
生
協
連

合
会【
高
齢
者
に
や
さ
し

い
診
療
所
】プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
診
療
所
全
体
で
１

年
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
て
、
高
齢
者
の
総

合
評
価
に
つ
い
て
学
び
、

「
10
分
間
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
」を
実
施
す
る
事
に
し

ま
し
た
。

〝
介
護
は
生
き
る
力
〞

〜
介
護
保
険
制
度
を
充
実
さ
せ
よ
う
〜

本
年
９
月
で
高
齢
者（
65
歳

超
）は
３
６
２
７
万
人
、
人
口

比
29
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
４
２
年
ま
で
高
齢
者
数
は

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
か
ら
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
家

族
任
せ
に
せ
ず
、
社
会
で
支
え

て
い
く
と
い
う「
介
護
の
社
会

化
」の
期
待
を
背
負
っ
て
は
じ

ま
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
通
所

サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

な
ど
と
、
介
護
認
定
を
と
れ
ば

１
〜
３
割
の
費
用
負
担
で
療
養

生
活
が
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
、
介
護
保

険
給
付
費
増
加
を
抑
え
る
た
め

の
制
度
改
悪
が
繰
り
返
さ
れ
、

さ
ら
に
次
の
改
定
に
向
け
て
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
検

討
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
、
利

用
者
の
負
担
増
、
利
用
制
限
に

つ
な
が
る
問
題
点
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

現
在
、
単
身
世
帯
で
年
間
所

得
２
８
０
万
円
以
上
は
２
割
、

３
４
０
万
円
以
上
は
３
割
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
所

得
基
準
を
下
げ
て
２
割
、
３
割

負
担
対
象
者
を
増
や
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

要
介
護
１
・
２
を
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
対
象
か
ら
外
し
、
市

町
村
が
運
営
す
る「
総
合
事
業
」

に
移
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
通
所
介
護
や
訪
問
介
護
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
サ
ー
ビ
ス
を

担
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
自
己

負
担
な
し
で
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
者
に
負
担
を
求
め
る

と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
前
の
段

階
で
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
保
健
施
設
の
個
室
は

有
料
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相

部
屋（
多
床
室
）も
部
屋
代
を

徴
収
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

杖
や
手
す
り
、車
い
す
、ベ
ッ

ド
な
ど
の
福
祉
用
具
は
レ
ン
タ

ル
な
の
で
月
々
わ
ず
か
の
負
担

で
利
用
で
き
て
い
ま
す
が
、
杖

な
ど
を
保
険
対
象
か
ら
は
ず
し
、

購
入
さ
せ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付
は
40
歳

か
ら
で
す
が
、
こ
れ
を
30
歳
以

上
に
引
き
下
げ
て
国
民
負
担
を

増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

な
ど
な
ど
と
利
用
の
制
限
、

利
用
者
負
担
、
被
保
険
者
負
担

増
が
目
白
押
し
で
す
。
所
得
格

差
が
拡
大
し
、
物
価
値
上
げ
が

続
き
、
国
民
の
く
ら
し
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
食
事
を

切
り
詰
め
て
い
る
高
齢
者
の
声

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
負
担
引

き
上
げ
、
利
用
制
限
で
は
な
く
、

充
実
こ
そ
必
要
な
時
で
す
。

全
産
業
平
均
よ
り
月
８
万
円

少
な
い
介
護
労
働
者
の
賃
金
。

２
０
２
５
年
に
は
32
万
人
、
２

０
４
０
年
に
は
69
万
人
が
不
足

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
職
員
が
集
ま
ら
な
い
た

め
に
事
業
縮
小
や
廃
業
が
続
い

て
い
ま
す
。
愛
媛
医
療
生
協
で

も
人
材
不
足
は
深
刻
で
す
。
待

遇
を
抜
本
的
に
改
善
し
な
い
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
し
た
く
て
も
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
報
酬
を
引
き

上
げ
て
事
業
収
入
を
増

や
し
て
賃
上
げ
に
繋
げ

る
こ
と
。
同
時
に
利
用

料
や
保
険
料
負
担
を
減
ら
し
て
、

被
保
険
者
、
利
用
者
が
お
金
の

心
配
を
す
る
こ
と

な
く
、
利
用
で
き

る
環
境
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は

国
の
予
算
を
見
直

せ
ば
可
能
で
す
。

防
衛
費
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、
社

会
保
障
予
算
を
増

や
す
こ
と
が
急
が

れ
ま
す
。

今
、
愛
媛
医
療

生
協
で
は「
介
護

す
る
人
、
受
け
る

人
が
と
も
に
大
切

に
さ
れ
る
制
度

へ
！
」署
名
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
、
労

働
者
が
働
き
続
け

ら
れ
る
制
度
に
向

け
て
、
署
名
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
文
・
倉
田

均
）

サ
ー
ビ
ス
利
用
料

を
２
〜
３
割
に

１

要
介
護
１
・
２
を

総
合
事
業
に
移
行

２
ケ
ア
プ
ラ
ン

有
料
化
へ

３
相
部
屋
を

有
料
化
す
る

４
福
祉
用
具
の

一
部
を
購
入

５

納
付
年
齢
の

引
き
下
げ

６〜
高
齢
者
に
や
さ
し
い
診
療
所
の
活
動
〜

10
月
９
日（
日
）
I
Y
O
夢
み
ら
い
館
で
、
職
員
、
組
合
員
さ
ん

合
わ
せ
て
約
90
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
伊
予
診
療
所
は
２
０

２
４
年
３
月
竣
工
を
目

指
し
て
建
て
替
え
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
基
本

構
想
、
医
療
構
想
の
報

告
の
後
、
新
し
い
診
療

所
に
期
待
す
る
こ
と
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

伊
予
診
療
所
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
、
建
て

替
え
は
必
要
で
あ
る
と

再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
組
合
員
さ

ん
は
じ
め
地
域
の
方
々

と
手
を
取
り
合
っ
て
み

ん
な
の
力
で
新
し
い
診

療
所
建
設
を
成
功
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
・
中
村

多
恵
）

伊
予
診
療
所
の
未
来
を
語
り
合
う
会

〜
２
０
２
４
年
の
建
て
替
え
を
目
指
し
て
〜

答え 63
円

791̶1102
松
山
市
来
住
町
一
〇
九
一
―
一

住
所

○
○
○
○

氏
名

○
○
○
○

医
療
生
協

ク
イ
ズ
係

当選者

当選者の方には図書カード（500円）をお送りいたします。ありがとうございました。

はがきもしくはインター
ネットでの受付もします。
応募アドレスは

coop@ehime-med.org
です。当選した場合の郵送
先も必ずご記入下さい。
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大
根

　
大
根
は
根
が
淡
色
野
菜
、
葉

が
緑
黄
色
野
菜
で
す
。

　
根
の
部
分
に
は
、
消
化
酵
素

が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
大
根

の
辛
み
成
分
に
も
胃
液
の
分
泌

を
高
め
、
消
化
を
促
す
作
用
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
為
、
大
根
は

胃
腸
の
働
き
を
助
け
、
胸
や
け

や
胃
も
た
れ
の
予
防
・
改
善
に

役
立
ち
ま
す
。
天
つ
ゆ
に
大
根

お
ろ
し
が
入
っ
て
い
る
の
も
、

こ
の
消
化
作
用
を
利
用
し
た
も

の
で
す
。
辛
み
成
分
は
、
す
り

お
ろ
し
た
り
、
切
る
こ
と
で
生

成
す
る
た
め
、
大
根
お
ろ
し
が

最
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
汁

に
沢
山
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
汁
を
切
ら
ず
に
丸
ご

と
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　
大
根
の
辛
み
成
分
は
先
端
部

分
に
多
く
、
辛
み
を
味
わ
い
た

い
場
合
は
先
端
を
、
辛
み
が
苦

手
な
方
は
葉
に
近
い
部
分
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
辛
み
成
分
に

は
血
栓
防
止
や
が
ん
予
防
の
効

果
も
あ
り
ま
す
。

　
葉
の
部
分
に
は
、
風
邪
や
が

ん
・
老
化
防
止
作
用
の
あ
る
β

カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
み
そ
汁
や
煮

物
の
青
み
と
し
て
利
用
す
る
と

良
い
で
す
ね
。

（
管
理
栄
養
士
　
池
田
　
優
子
）

組
合
員
だ
よ
り

　
毎
月
紙
面
で
、
県
下
の
活
動
を
お

知
ら
せ
し
て
い
た
だ
き
、
毎
日
の
元

気
の
一
つ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
松
前
町
　
三
好
　
清
春
）

元
気
の
ひ
と
つ

　
最
近
、
と
み
に
手
足
の
衰
え
が
顕

著
に
な
り
日
常
生
活
に
不
便
を
感
じ

て
い
ま
す
。
９
月
号
の
河
部
智
章
先

生
の
肩
甲
骨
体
操
は
早
速
役
立
ち
そ

う
で
、
実
践
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
松
山
市
　
小
椋
　
一
男
）

衰
え
に
負
け
な
い
た
め
に…

　
10
月
か
ら
、
機
関
紙
の
手
配
り
、

し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
特
に
は
、
訛
り
は
な
い
つ
も
り
、

じ
ゃ
け
ん
。（

松
山
市
　
渡
部
健
二
郎
）

な
ま
っ
て
な
い
よ
？

　
か
わ
い
い
ア
イ
ド
ル
あ
り
、
な
つ

か
し
さ
の
味
が
あ
る
手
作
り
の
作
品

が
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
た
り
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
句
会
を

し
て
仲
間
の
俳
句
が
載
っ
た
時
は
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
ね
。（

宇
和
島
市
　
山
本
　
好
子
）

イ
イ
ネ
！
ヤ
ッ
タ
ネ
！

つ
ま
み
細
工

絵
葉
書

松
山
市
　
亀
岡
三
津
惠

帯
の
リ
メ
イ
ク
バ
ッ
グ

松山市　本多紀久美今治市　木原ひとみ

　撮影：越智　啓治

　◆
俳

　句
◆

健
診
を
終
え
て
ほ
っ
こ
り
お
で
ん
酒

松
山
市
　
酒
井
　
た
み

秋
祭
り
自
粛
三
年
は
じ
け
お
り

四
国
中
央
市
　
出
口
　
和
子

牡蠣のおろし鍋加熱用牡蠣　10粒(200ｇ)

大根　1/3本(400ｇ)

豆腐　 1/2丁

塩　 大さじ1/2

白菜　1/6本(300ｇ)

青ネギ　1/3束(30ｇ)

【作り方】 材料／２人分
①牡蠣はざるに入れ、塩を振りかけて軽くもみ、
水の中でそっと洗い、すすぐ。
②大根はすりおろし、しぼり汁と分けておく。白
菜はそぎ切りにし、青ネギは５㎝の長さに切る。
③鍋にＡと大根のしぼり汁を入れ、火にかける。
沸いたら、豆腐と白菜の芯を入れ煮立たせる。
④次に牡蠣を入れる。ふっくらし、火が通ったら、
大根おろしを広げて入れる。ネギを散らし入れ、
一煮たちして大根おろしが温まったら、出来上
がり。

※柚子やレモン、スダチ、あらびき胡椒などをアクセン
トにお使いただいても、おいしくいただけます。

出汁　 300㎖

我が家の
アイドル

砥
部
町
　
田
中
千
鶴
子

新
居
浜
市
　
仙
波
　
欣
也

大
好
き
な
リ
ン
ゴ
を
ガ
ブ
リ
！

ケ
ヅ
メ
リ
ク
ガ
メ
の
ひ
ま
わ
り
君

何
が
見
え
て
る
の
？

～いちどの人生、楽しく生きたい～

　大阪生まれの友井さんは、グチを言わず、とにかく前
向き。下手な吉本の芸人よりおしゃべりは上で、友井さ
んの周りは笑い声で包まれています。2011年砥部支部
設立に、大変尽力してくださいました。砥部町で長く活
動している「食
生活改善推進協
議会」の仲間に
声を掛けて、コ
ツコツと組合員
を増やし、運営
委員として支部
の活動を助けて
もらっています。

　班会では、なかよしサロンの
班長としてペーパークラフトの
籠やバック、ちりめんの干支作
りなど、毎回楽しい班会を続け
ています。“同じやるなら皆で楽
しく”がモットーで、他の支部へ
も出張指導し、４カ所で沢山の
組合員さんに喜ばれています。
材料の購入や、細かなパーツの
準備などもエネルギッシュにこ
なす、自称「100均の女王」です。
　コロナ流行以前は故郷へ毎年帰省し、岸和田だんじ
り祭に熱狂（？）されていたそうです。はっきり物を言い、
裏表なく人情厚い人柄で、みんなをグイグイ引っ張って
くれています。 （文・中島純子）

友井　洋子さん

わたしの本棚から

『人生、山あり谷あり家族あり』
岸田ひろ実 著

（新潮社／2022年）1,400円（税込）

　
私
が
こ
の
本
を
手
に
取
っ
た
き
っ
か
け
は
、
ま
ず
表
紙

の
言
葉
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
の
主
人
公
は
、

大
病
を
さ
れ
、
息
子
さ
ん
が
ダ
ウ
ン
症
、
ご
主
人
様
を
亡

く
さ
れ
…
、
他
人
か
ら
見
れ
ば
、
な
ん
て
不
幸
な
事
が
続

き
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
…
っ
と
思
う
と
お
も
い
ま
す
。

　
読
み
進
め
て
い
く
と
な
ん
と
前
向
き
な
、
読
ん
で
い
る

私
の
方
が
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
仕
事
の
休
憩
中
に
読
ん

で
い
ま
し
た
が
、
思
わ
ず
涙
が
出
そ
う
に
な
る
の
を
こ
ら

え
る
の
が
大
変
で
し
た
。
人
は
、
考
え
方
や
気
持
ち
の
持

ち
よ
う
で
い
く
ら
で
も
人
生
変
え
ら
れ
る
ん
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。
何
か
に
悩
ん
だ
り
、
つ
ま
づ
い
た
時
に
読
ん
で

も
ら
い
た
い
力
強
さ
を
も
ら
え
る
本
で
す
。

（
新
居
浜
市
　
近
藤
ち
さ
と
）

【1人分】
エネルギー
230kcal
塩分 2.0ｇ
たんぱく質量
17.0ｇ

　　だし汁 600㏄

Ａ
　酒 大さじ1
　　みりん 大さじ1
　　塩 大さじ1/4




